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は じ め に 
 

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、表現力を高め、感性や想像

力を磨き、人とのコミュニケーションを豊かにするものにして、人生をよ

りいきいきと生きていく上で欠かすことができないものです。 

しかし近年、子どもたちの読書離れ、文字離れによる思考力の低下が叫

ばれております。 

その背景には、映像文化・メディア等の発達による生活環境の大きな変

化があり、またここ数年でもインターネットやスマートフォン等の情報機

器の発達・普及に伴い子どもたちの読書離れがますます進んでいます。さ

らに地域や家庭での教育力の低下に伴い、乳幼児からの読書習慣の未形成

等の問題も指摘されています。 

国においては、子どもの読書活動の支援をするために、平成 13 年に「子

どもの読書活動の推進に関する法律」※１が施行され、平成 17 年 7 月には、

広く読書を勧めることを目的とした「文字・活字文化振興法」※２が施行さ

れました。 

更には、2010 年を「国民読書年」とすることが、平成 21 年 6 月の国会

で決議されました。熊本県においても、平成 16 年に「肥後っ子いきいき

読書プラン（熊本県子どもの読書活動推進計画）」※３が策定され、子ども

の読書活動の推進が図られています。 

本市においては、平成 22 年 4 月に「第１次荒尾市子どもの読書活動推

進計画」を策定しております。今回「第 2 次荒尾市子どもの読書活動推進

計画」を策定するにあたり、子どもの読書活動の推進を中心に、第 1 次計

画の基本的な目的を引き継ぐこととします。またこれまでの取り組みの成

果や課題を整理し、今後の読書活動を推進するための方針を明らかにしま

す。 

この計画に基づき、今後とも荒尾市の読書活動の推進を図ります。 
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第１章 基本的な方針 

 

１－１ 計画の目標  

 

（１）子どもたちが読書に親しむ環境の整備・充実 

子どもたちが読書に親しみ、自主的に読書をするようになるためには、乳幼

児期から読書に親しめる環境づくりに配慮することが必要です。家庭・学校・

地域等において、子どもたちが積極的に読書をする意欲を高め、進んで読

書を行う習慣を身に付けることができるよう、読書に親しめる環境の整備・充

実に努めます。 

 

（２）家庭・学校・地域・関係機関等の連携の強化 

子どもたちの自主的な読書活動を推進するためには、社会全体での取組

が必要です。家庭・学校・地域・関係機関等が連携し、それぞれの特性を

活かしながら相互協力し、共に充実した活動ができるよう情報や人材の交流、

図書資源の有効活用に努めます。 

 

（３）読書活動の普及・啓発 

子どもたちの自主的な読書活動を促すためには、子どもたちの身近にいる

保護者など大人が読書活動に理解と関心を持つ必要があります。 

読書の意義や重要性を理解することができるよう、読書活動に関する情

報を積極的に提供するとともに、その必要性についての普及・啓発に努めま

す。 

 

 

１－２ 計画の期間  

 

平成２８年度からおおむね５か年（～平成３２年度）の計画とし、必要に応じて

計画の見直しを行うものとします。 

 



 4 

第２章 具体的な取組 

 

２－１ 家庭における取組  

 
子どもたちの読書習慣を形成する上で、家庭の果たす役割が非常に大きくな

ります。乳幼児期からの絵本の読み聞かせ等は、その後の読書に大きな影響を

及ぼします。幼い子どもにとっての読書とは、保護者の子守歌や語りかけ、読

み聞かせ等の言葉の体験から始まると言われます。また、本好きの保護者ほど

子どもも読書家になると言われています。どうやって子どもを読書好きにさせ

るかは、親が本を読んでいる姿勢を見せる事のようです。このような事実は、

厚生労働省の調査から裏付けされています。 

しかし、最近では、インターネットやスマートフォン等の情報機器の発達・ 

普及に伴い、子ども達の読書離れが進んでいます。このような子どもたちを取

り巻く生活環境の変化などにより、家庭で読書に親しむ機会は少なくなってい

ます。 

その対策としては、最も身近な存在である保護者等が読書の重要性を認識し、 

一緒に図書館に出かけたり、共に読書をしたりして、読書に対する興味や関心

を引き出すよう積極的に子ども達に働きかけることが大切です。また、本を読

むことで情報と知識が蓄積され、表現力や伝達力等の基礎能力の発達を促し、

子ども達の情緒的な人格形成にも大きく作用します。ただし、子ども達は興味

のない本を与えられたり、まわりから読書を強制されたりすると読書に対する

興味を失って、読書離れを起こす場合もあります。成果を早急に求めずに、子

ども達の成長を温かく見守ることが重要です。 

 

（１）本との出会いの場づくり 

赤ちゃんへの子守唄代わりに絵本を一冊読み聞かせをしたり、子どもと一

緒に本を読んだり、図書館へ出向いたりすること等により、子どもは本の楽しさ

や読書の喜びを感じることができます。 

読書を通じて親子のきずなを深めるとともに、子どもたちと本との出会いの

場である家庭での読書活動の推進に努めます。 

 

 

（２）読書に親しむ環境づくり 

福祉課や保健センターなどと連携し、乳幼児健診等の機会を利用した、

保護者が読書に親しみ家庭で読書の時間を共有する取組を、乳幼児期段

階から推進します。 
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２－２ 幼稚園・保育園等における取組  

（１）幼稚園・保育園等の図書の充実 

子どもたちの、ことばや絵本などへの興味・関心を育み、幼児期の情操の

育成、思考力の育成等に大きな役割を果たすとともに将来的な読書活動

や図書館利用へ結び付けるため、子どもたちが、気軽に手に取って読みたく

なるような良質な内容の図書（質のいい絵本や紙芝居など）の充実を働きか

けます。 

 

（２）園児に対する読書の啓発 

子どもたちの年齢、発達段階にあった絵本の読み聞かせや紙芝居など 

は、特に乳幼児の心を育むと同時に、子どもに安らぎを与えるものとなってい

ます。 

よって、幼稚園・保育園等においても、子どもたちが絵本や物語に親しむ

機会を確保する観点から、図書館等の職員を派遣し、おはなし会の実施 

や、移動図書館の巡回を積極的に行います。 

 

（３）保護者・教諭・保育士に対する読書の啓発 

乳幼児期に読書の楽しさを知ることができるよう、幼稚園・保育園等で行っ

ている子育て支援活動の中でも、読み聞かせ等推進するとともに、保護者

へ読書の素晴らしさを伝え、更には幼稚園・保育園等の教諭・保育士のス

キルアップを図るため、図書館等で行う講演会への積極的な参加を促すな

どして、子どもへの読み聞かせ等の大切さや意義を広く普及することを図りま

す。 

荒尾市立図書館 
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２－３ 学校における取組  

学校では、読書活動を教育活動の中に適切に位置付け、読書時間の確保や

読書指導の工夫・充実を図ること、また、学校図書館を効果的に活用することが必

要となっています。 

しかし、小学校の図書室では、読書活動を支援する司書の配置が難しく、図書

担当の教諭による活動のみで、専門的な図書支援や図書の啓発活動等が難しい

状況にあります。また、蔵書も少なく、新刊等が充実していないのが現状です。読書

習慣を身につけさせるためには、図書室等環境の充実と本に親しむ態度を育成す

る必要があります。 

現在、市内小中学校では、朝に読書を行う時間をもうけており、児童生徒たちに

読書をする機会を与えています。 

市内の全小中学校・高校を挙げた、みんなで読書を楽しむ取組の充実を図りま

す。 

 

（１）読書活動の充実・学校図書館の充実 

学校図書館は児童・生徒の自由な読書活動の場として、学習に対する

興味・関心を呼び起こし、豊かな心を育む機能と、調べ学習のための資料

提供の機能があります。国の「新学校図書館図書整備５か年計画」※４の趣

旨に基づき、計画的な図書の充実に努めます。 

更に、学校図書館と市立図書館とのネットワーク化を促進し、蔵書やビデ

オ教材等、情報資料の貸出しを含め、児童生徒の学習のみならず、地域の

人たちへのサービス提供に努めます。 

 

（２）教職員研修の充実 

学校図書館は、児童生徒にとって読書の楽しみを知り、本を通して自由に

知識を得ることができるところです。また、司書教諭や学校図書館司書を中

心とした教職員は、児童生徒の読書活動を積極的に支援していくことが求め

られると同時に、本の選定、本に関する相談など広範な知識が必要となりま

す。 

よって、読書活動の重要性や司書教諭の役割などについて、市立図書

館司書を含めた広範囲な研修会の開催の他、図書館等が発行している定

期刊行物等※５の配布に努めます。 



 7 

２－４ 市立図書館における取組  

（１）年代に応じた資料やサービスの充実 

乳幼児から青少年までの読書の推進を図るため、その年代に応じた興味

や関心、あるいは学習意欲を高める図書をはじめ、絵本や紙芝居などの資

料の充実を図ります。乳幼児期からことばと心を育むために「ブックスタート」※６

を実施し、赤ちゃんと保護者が一緒に絵本を開く楽しい時間を過ごし、心ふれ

あうひとときを持つきっかけをつくる活動を行います。 

また、中・高校生を中心とした１０代の青少年（いわゆるヤング・アダルト層

以下、「ＹＡ」という。※７）コーナーなどを設置し、１０代向けの良質な読み物だ

けではなく、ＹＡの興味、関心に配慮した読み物や学校生活を充実させるた

めの資料及び将来を考えるための参考となる資料などの充実を図ります。 

 

（２）おはなし会の充実 

 市立図書館では、併設する中央公民館を活用し、「つくってたべるおはなし

会」や「ぴよぴよおはなし会」など※８のおはなし会を定期的に開催し、絵本のよ

みきかせ、紙芝居、パネルシアターなどにより、子どもたちが読書に親しむきっ

かけづくりを行っています。今後も啓発及び内容等の一層の充実を図ります。 

 

（３）図書館職員のスキルアップの推進 

子どもたちや保護者が図書について気軽に相談でき、気軽に図書に親し

むことができる環境を整備するため、図書館司書をはじめとする図書館職員

の専門的知識や接客サービスの向上を図るとともに、職員同士での研修会

の実施のほか、各種研修会への積極的な参加を促進します。 

 

（４）図書館ボランティアの育成推進 

市立図書館では、平成１９年度より図書館ボランティアを募集し、おはなし

会などでのよみきかせに協力を頂いています。今後は、更に広くボランティア

の育成を行っていくことで、おはなし会などの一層の充実を図り、子どもたちが

気軽に本に親しめる環境づくりを推進します。 

 

（５）近隣市町村との相互利用の活用 

平成２６年４月から、荒尾市・大牟田市・南関町・長洲町に住所を要する

方は、２市２町内の図書館を相互利用出来るようになりました。相互利用の

活用により、多くの蔵書に触れ合うことの出来る機会を増やし、読書の推進を

図ります。 
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２－５ 地域における取組  

本市では、小学校ごとに、子どもたちに本の面白さを伝えるための活動をしているよ

みきかせボランティアグループ※９があります。しかし、活動をしている会員は減り、なか

なか活動出来にくい状況になっているようです。今後、よみきかせグループの方々が

活動しやすいシステムを構築していくことが必要となってきます。 

 

 

（１）公民館や子育て支援施設などにおける読書活動の推進 

社会の変化に伴い、核家族化の進行や共働き家庭の増加など、家族の

形態も多様化してきており、このような様々な家庭環境に対応するため、中央

公民館、学童保育所、放課後子ども教室等において、各種子育て支援事

業が行われております。 

そこで、子どもたちが日常的に利用するそれらの施設の図書コーナーの充

実を図るとともに、ボランティア等の協力を得ながら読み聞かせなどを実施し

ます。 

 

（２）ボランティアによる読書活動の推進 

本市には、小学校ごとに、子どもたちに本の面白さを伝えるため活動してい

る読み聞かせボランティアグループがあります。社会全体で子どもの読書活

動を推進するうえで、ボランティアの活躍は重要であり、その活動には大きな

期待が寄せられています。 

そこで、学校や子育て支援施設などでの読み聞かせの要望に対応する

ため、ボランティアの拡充を図るとともに、ボランティア団体間のネットワークを

構築していきます。 

 

（３）障がいのある子どもたちへの読書活動の推進      

障がいのある子どもたちに対しては、子どもたち一人ひとりの発達段階や障

がいの程度、生活経験等に応じ、適切な図書の選定と読書活動の工夫、

読書環境の整備を図る必要があります。   

また、障がいのある子どもにも等しく読書の機会が与えられるように、学校、

地域、市立図書館等が連携し、点字絵本、録音資料、映像資料、大活字

本等の収集を図っていきます。 
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（４）関係機関等の連携・協力の推進 

子どもの読書活動を推進するためには、家庭、幼稚園、保育園等、学校、

市立図書館、行政、地域社会が一体となった「童話発表大会」※１０、「どくしょ

クラブ『ポン』」※１１、「地域文庫」※１２の取組が必要であり、関係機関・団体等の

相互の連携・協力が必要です。 

そこで、「広報あらお」や市のホームページ、各団体機関紙などの媒体を通

じて、読み聞かせなどの大切さを保護者に啓発するとともに、関係機関・団体

等の相互の連携・協力の重要性について理解を図っていきます。 

各施設間の、絵本や紙芝居などの相互貸出しについても積極的に行い、

家庭での絵本等の購入も働きかけていきます。 

また、学校図書館と市立図書館のネットワーク化による情報の共有化をはじ 

め、県立図書館との相互貸借※１３の拡充など、多様な読書活動推進体制

の整備により、子どもたちが一層読書に親しめる環境の整備に努めます。 

 

 

（５）移動図書館の活用 

      移動図書館「読む読むくん」※１４の、広報・図書館だよりなどによる啓発を通

して一層の利用促進を図り、各地域での読書活動を推進します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

移動図書館「読む読むくん」 

童話発表大会 
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【用語説明】 

※１ 「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

この法律は平成１３年１２月に施行され、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定

め、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、子どもの健やか

な成長に資することを目的とします。子どもの読書活動推進計画もこの法律によって義務付け

られています。 

 

 

※２ 「文字・活字文化振興法」 

     この法律は平成１７年２月に施行され、文字・活字文化が長い人類の歴史の中で蓄積し

てきた知識や知恵の継承及び向上、加えて豊かな人間性を育んできたことに欠かせないもの

であることから、文字・活字文化の振興に関する施策の総合的な推進を図り、知的で心豊

かな国民生活及び活力ある社会の実現を目的としています。 

 

 

※３ 「肥後っ子いきいき読書プラン（熊本県子どもの読書活動推進計画）」 

     熊本県で、平成１６年に策定された子どもの読書活動推進計画の名称であり、平成２６年

度に第三次推進計画が策定されています。 

 

 

※４ 「新学校図書館図書整備５か年計画」 

     文部科学省において、平成１９年度から実施されていた「学校図書館図書整備５か年計

画」に引き続いて平成２４年度から実施されている学校図書館図書の整備計画であり、５年

間で１，０００億円の措置を講じるとされています。今回は、全国の公立の義務教育諸学校に

新聞を配備する経費と、全国の公立の小中学校に学校図書館担当職員を配備する経費

とされており、新聞配備と学校司書の配置に関する措置は今回初めてとられるものです。 

 

 

※５ 図書館等が発行している定期刊行物等 

現在、市立図書館において作成している子どもの読書推進に役立てる発行物として、「かも

め通信」や「ヤングアダルト通信『Ｈｏｐｅ』」などがあります。 

図書館だより「かもめ通信」・・・・・・・ 図書館情報や新刊情報を掲載した発行物（毎月） 

学校向け図書館だより・・・・・・・・・・・ 学校教諭に向けた図書案内（年４回） 

小学校新入生向け図書館案内・・・ 小学校新入生を対象に配布する図書館利用案内 

中学・高校図書館案内ポスター・・・ 中学・高校生に向けた図書館利用案内ポスター 

ヤングアダルト通信「Ｈｏｐｅ」・・・・・・・ 中学・高校生に向けた読書案内（年１～２回） 

 

 

※６ ブックスタート 

   母子保健事業などの機会に、「絵本」と「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験」をプレゼントする活

動。赤ちゃんと保護者が、絵本を介して、心ふれあう時間を持つきっかけを届けます。 

荒尾市においては、平成２４年８月より、荒尾市保健センターが行う母子保健事業において、

１歳６か月児健診受診者を対象に実施しています。 
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※７ ヤング・アダルト層、「ＹＡ」 

     中・高校生を中心とした１０代の青少年（いわゆるヤング・アダルト層以下「ＹＡ」という。）は、

図書館の児童コーナーに入室するのを躊躇する年齢といえます。ところが、出版界ではこの世

代向けの本は児童書として扱われることが多く、良質な本が多数存在するにもかかわらず、乳

幼児から小学生を利用対象とする児童室に資料を配架したのでは、ＹＡの目に触れる機会が

ありません。また、この世代の読書傾向として、児童書、一般書を問わず幅広く関心を示すにも

かかわらず、どの本が自分たちの求めるものなのかを判断する経験が不足している傾向にあり

ます。 

 

 

※８ 「つくってたべるおはなし会」や「ぴよぴよおはなし会」など 

現在、市立図書館において実施されているおはなし会の名称で、この他にも子ども向けの

おはなし会として「まつぼっくりのおはなし会」や「ゆりかもめおはなし会」などがあります。 

つくってたべるおはなし会 ・・・・・・・・ 絵本に出てくるお菓子を親子で一緒に作って食べるおはな

し会 

ぴよぴよおはなし会 ・・・・・・・・・・・・ 乳幼児と保護者に対する絵本のおはなし会 

ぐりとぐらのおはなし会・・・・・・・・・・・ 絵本の読み聞かせ、パネルシアター、紙芝居、手遊び等 

まつぼっくりのおはなし会 ・・・・・・・・ 図書館ボランティアによるおはなし会 

ゆりかもめおはなし会 ・・・・・・・・・・・ 図書館職員によるおはなし会 

クリスマスおはなし会・・・・・・・・・・・・ 冬やクリスマスをテーマとしたごとのおはなし会 

ＢＭおはなし会 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 移動図書館巡回対象の保育園２園で行うおはなし会 

 

 

※９ 読み聞かせボランティアグループ 

各小学校や市立図書館などで、読み聞かせやおはなし会を実施されており、平成２７年現

在、次のグループが活動されています。 

 

   ◆活動中の読み聞かせグループ 

一  小・・・お話大好きの会 

府本小・・府本小学校ＰＴＡ読み聞かせ 

緑ケ丘小・・読み聞かせボランティア 

桜山小・・・トトロの会 

万田小・・・お話の会「くじらぐも」 

八幡小・・・お話し会 

中央小・・・お話ポケット 

平井小・・・手ぶくろの会 

有明小・・・ティンカーベル 

清里小・・・紙ふうせん 

四  中・・・荒尾第四中学校保護者と教師の会 

 

 

※10 「童話発表大会」 

子どもたちの読書意欲や読書力を向上させ、創作活動を活発にするための発表の場で 

す。 

 

※11 「どくしょクラブ『ポン』」 

子どもたちに本を読む機会を多く持ち、読書の楽しさを知ってもらうため、荒尾市立図書館で 

一定期間（２か月間）スタンプラリーを行い、期間中２０冊以上の本を読んだ子どもたちの表彰

式を行っています。 
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※12 「地域文庫」 

市立図書館からの貸出しサービスなどを活用して、地域内の公共施設や各種施設などに 

文庫を設けるものです。 

 

 

※13 「相互貸借」 

図書館の相互協力の一つで、利用者の求めに応じて、図書館同士で資料の貸借をする 

ことです。 

 

 

※14 移動図書館「読む読むくん」 

図書館を利用しにくい地域に対して、自動車等の移動手段を用いて図書資料を運び、図 

書館職員による図書館サービスを現地で提供することです。本市においては「読む読むくん」が

各地を巡回しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３章 現況と今後の指標 

３－１ 荒尾市子どもの読書に関するアンケート結果 
 

 

 

１．実施日    平成２７年２月 

２．調査対象   市内小学校１０校   市内中学校３校 

市内高等学校２校  市内小中学生保護者 

３．回答数    小中高校生     ２，１１９名／２，１２９名 配付 （回答率 99.5％） 

           小中学生保護者  １，３７０名／１，８３２名 配付 （回答率 74.8％） 

 

目次 

１．小学生児童アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３～１４ 

２．中学生生徒アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５～１７ 

３．高校生生徒アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８～２０ 

４．小学生保護者アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１～２３ 

５．中学生保護者アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４～２６ 

６．小中学生保護者アンケート結果（自由記載分）・・・・・・・・・・・・・・２７ 

７．学校アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８～２９ 

８．幼稚園・保育園アンケート結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０～３１ 

実施内容 



１．小学生児童アンケート結果

問１
あなたの性別を教えてください。

問２
あなたは、本を読むのが好きですか。

問３
あなたは、
１ヶ月に何冊くらい本を読みますか。

問４（１）
問３で「０冊」と答えた人　　
なぜ本を読まないのですか。

問４（２）
問３で「１冊以上読む」と答えた人　
どんな本をよく読みますか。

13

男 52.8 

男 53.2 

女 47.1 

女 46.8 

無 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

好き 45.4 

好き 46.3 

どちらかといえば好

き 34.8 

どちらかといえば好

き 34 

どちらかといえば嫌

い 12.7 

どちらかといえば嫌

い 12.7 

嫌い 6.1 

嫌い 6 

無 1 

無 1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１０冊以上 25.9 

１０冊以上 30.1 

９～５冊 26.2 

９～５冊 25.7 

４～１冊 42 

４～１冊 37.8 

０冊 5.3 

０冊 4.7 

無 0.6 

無 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書が嫌い 36.8 

読書が嫌い 36.6 

読みたい本がない 
45.3 

読みたい本がない 
29.3 

本が身の回りにない 
2.1 

本が身の回りにない 
4.9 

時間がない 12.6 

時間がない 14.6 

何を読んでいいか

わからない 2.1 

何を読んでいいか

わからない 12.2 

無 1.1 

無 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

物語や小説 49.4 

物語や小説 46.6 

伝記 11.2 

伝記 14.7 

科学に関する本 4 

科学に関する本 3.3 

歴史に関する本 3.1 

歴史に関する本 3.3 

その他 1.7 

その他 2.4 

無 30.6 

無 29.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１０冊以上読む児童の割合は減

少しているが、１冊以上９冊未

満、本を読んでいる児童の割合

は増加している。 

「何を読んでいいか分からない」

と答えた児童が減少し、「読みた

い本がない」と答えた児童が大

きく増加している。 

その他として、 

・絵本           ・漫画 

・図鑑           ・レシピ、料理本 

・ゲームの攻略本    ・スポーツの本 
 

などが挙げられた。 



問５
学校の図書館（図書室）によく行きますか。

問６
あなたは、学校以外の図書館に行きますか。
（複数回答可）

問７
あなたは、休みの日や家にいる時、
どんなことをしますか。
（複数回答可）

問８
あなたは、「よみきかせ」を
してもらったことがありますか。

14

よく行く 19.9 

よく行く 17.3 

ときどき行く 51.9 

ときどき行く 52.6 

あまり行かない 22 

あまり行かない 24.1 

行かない 5.5 

行かない 5.4 

無 0.7 

無 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

荒尾市立図書館 48 

荒尾市立図書館 
45.6 

大牟田市立図書館 
10.9 

大牟田市立図書館 
14.4 

長洲町図書館 3.9 

長洲町図書館 3.2 

熊本市内の図書館 
3 

熊本市内の図書館 
3.2 

その他 1.7 

その他 2.3 

学校図書室のみ 
29.6 

学校図書室のみ 
29.2 

無 2.9 

無 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

本を読む 8.5 

本を読む 7.7 

勉強 18.7 

勉強 18.6 

ゲーム、ＴＶ 

ＤＶＤ 24.7 

ゲーム、ＴＶ 

ＤＶＤ 23.8 

友達と遊ぶ 18.2 

友達と遊ぶ 17.5 

部活動、クラブ活動 
2.8 

部活動、クラブ活動 
2.2 

雑誌、漫画 6.2 

雑誌、漫画 7.9 

塾、習い事 6.8 

塾、習い事 5.4 

家族と過ごす 
 11.5 

家族と過ごす 

  11.1 

その他 2.6 

その他 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

ある 97.4 

ある 94.7 

ない 1.3 

ない 3.7 

無 1.3 

無 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

「よく行く」と答えた児童の割合が

わずかに増加し、図書室に足を

運ぶ児童の割合が７割を超えて

いる。 

荒尾市立図書館を利用している児童が増加して

いることが分かる。 
 

その他として、 

・玉名市民図書館 

・玉名市横島図書館 

・柳川市立図書館 
 

などが挙げられた。 

「本を読む」と答えた児童の割合はわずかに増加

しているが、全体的に見てみると、休みの日に読

書をする児童の割合は依然として低いままであ

る。 
 

その他として 

・音楽を聴く        ・スポーツ 

・寝る            ・外で遊ぶ、散歩 

・ペットと遊ぶ       ・絵を描く 

・ピアノ 
 

などが挙げられた。 
 

ほとんどの児童が「よみきかせを

してもらったことがある」と回答し

ている。 
 



２．中学生生徒アンケート結果

問１
あなたの性別を教えてください。

問２
あなたは、本を読むのが好きですか。

問３
あなたは、
１ヶ月に何冊くらい本を読みますか。

問４（１）
問３で「０冊」と答えた人　　
なぜ本を読まないのですか。

15

男 50 

男 51.7 

女 49.6 

女 48.3 

無 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

好き 30.2 

好き 29.5 

どちらかといえば

好き 39.2 

どちらかといえば

好き 43.2 

どちらかといえば

嫌い 16.5 

どちらかといえば

嫌い 19.9 

嫌い 13.3 

嫌い 6.5 

無 0.8 

無 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H2
6 

H2
1 

１０冊以上 7.6 

１０冊以上 4.8 

９～５冊 8.3 

９～５冊 6.5 

４～１冊 53.2 

４～１冊 67.9 

０冊 30.2 

０冊 20.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書が嫌い 36.8 

読書が嫌い 36.6 

読みたい本がな

い 45.3 

読みたい本がな

い 29.3 

本が身の回りにな

い 2.1 

本が身の回りにな

い 4.9 

時間がない 12.6 

時間がない 14.6 

何を読んでいいか

わからない 2.1 

何を読んでいいか

わからない 12.2 

無 1.1 

無 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書を好む生徒の割合が減少してい

る。 

５冊以上読む生徒の割合は増加して

いるが、１冊も読まないという生徒の

割合が大きく増加しているため、全体

として読書をする生徒の割合は減少

している。 

「何を読んでいいかわからない」と答

えた生徒の割合が大きく減少し、「読

みたい本がない」と答えた割合が大き

く増加している。 



問４（２）
問３で「１冊以上読む」と答えた人
どんな本をよく読みますか

問５
学校の図書館（図書室）によく行きますか。

問６
あなたは、学校以外の図書館に行きますか。
（複数回答可）

問７
あなたは、休みの日や家にいる時、
どんなことをしますか。

16

物語や小説 77.5 

物語や小説 82.6 

伝記 3.3 

伝記 1.6 

科学に関する本 
3.8 

科学に関する本 3 

歴史に関する本 
6.1 

歴史に関する本 
4.3 

その他 6.6 

その他 2.3 

無 2.7 

無 6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

よく行く 11.5 

よく行く 17.9 

ときどき行く 27 

ときどき行く 24.6 

あまり行かない 
28.1 

あまり行かない 
32.6 

行かない 32 

行かない 24.6 

無 1.4 

無 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

荒尾市立図書館 
28.2 

荒尾市立図書館 
23.7 

大牟田市立図書

館 8.2 

大牟田市立図書

館 9.1 

長洲町図書館 3 

長洲町図書館 1.6 

熊本市内の図書

館 1 

熊本市内の図書

館 0.3 

その他 0.7 

その他 1.1 

学校図書室のみ 
54.4 

学校図書室のみ 
60.8 

無 4.5 

無 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

本を読む 6.2 

本を読む 4.4 

勉強 10.9 

勉強 8.7 

ゲーム、ＴＶ、 

ＤＶＤ 24.3 

ゲーム、ＴＶ、 

ＤＶＤ 22.9 

友達と遊ぶ 18.6 

友達と遊ぶ 20.2 

部活動、クラブ活

動 14 

部活動、クラブ活

動 14.6 

雑誌、漫画 8.5 

雑誌、漫画 11.1 

塾、習い事 6.2 

塾、習い事 4.3 

家族と過ごす 8.6 

家族と過ごす 5.9 

その他 2.6 

その他 7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

科学や歴史に関する本など、専門的

な本を読む生徒の割合が増加してい

る。全体としては、物語や小説が大き

な割合を占めている。 
 

その他として、 

・漫画           ・料理の本 
 

などが挙げられた。 

学校の図書室に行く生徒の割合が減

少している。 

学校の図書室のみではなく、荒尾市

立図書館や市外の図書館も活用して

いることが分かる。 
 

その他として、 

・玉名市民図書館 
 

が挙げられた。 

「本を読む」と答えた生徒の割合はわずかに増加し

ているが、全体的に見てみると、休みの日に読書を

する生徒の割合は依然として低いままである。 
 

その他として 

・音楽を聴く        ・スポーツ 

・ピアノ             ・スマホ、タブレット、ＬＩＮＥ 

・ＰＣ              
 

などが挙げられた。 



問８
あなたは、「よみきかせ」を
してもらったことがありますか。

以下は平成２６年度に新しく追加したアンケートの結果です。

問９
電子書籍を活用したことがありますか。

問１０
問９で「ある」と答えた人
どの種類を利用していますか。

問１１
問９で「ある」と答えた人
活用してみてどうですか。

17

ある 93.5 

ある 79.9 

ない 5.8 

ない 17.6 

無 0.7 

無 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

ある 42.4 

ない 56.5 

無 1.1 

スマートフォ

ン 9.3 
iPhone  1.2 

iPad  5.4 

iPod   0.8 

キンドル 56.8 

無 26.5 

持ち運びに

便利 13 

本を買ったり

借りたりする

必要がなくて

便利 3 

いつでも読

める 2.7 

読みやすい 
1 

読みにくい 
80.3 

よみきかせをしてもらったことがある

生徒の割合が大きく増加している。 
 

電子書籍を活用したことのある生徒

は約４割である。 

キンドル（Amazon.comが開発・販売

する電子書籍リーダー端末、および

そのサービスの総称。）を利用してい

る生徒の割合が一番多い。 

「持ち運びに便利」や「本を買ったり借

りたりする必要がなくて便利」などの

利点よりも、「読みにくい」という意見

が多いことが分かる。 

読書をするには、電子書籍よりも冊子

の方が便利であることが分かる結果

となった。 



３．高校生生徒アンケート結果

問１
あなたの性別を教えてください。

問２
あなたは、本を読むのが好きですか。

問３
あなたは、
１ヶ月に何冊くらい本を読みますか。

問４（１）
問３で「０冊」と答えた人　　
なぜ本を読まないのですか。

18

男 15.5 

男 44 

女 79.4 

女 56 

無 5.1 

無 0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

好き 27.1 

好き 24.3 

どちらかといえば好

き 41.6 

どちらかといえば好

き 48.4 

どちらかといえば嫌

い 21.3 

どちらかといえば嫌

い 18.6 

嫌い 9.3 

嫌い 7.7 

無 0.7 

無 1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１０冊以上 1.4 

１０冊以上 2.7 

９～５冊 4.1 

９～５冊 5.2 

４～１冊 44 

４～１冊 52.7 

０冊 49.1 

０冊 39.1 

無 1.4 

無 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書が嫌い 10.5 

読書が嫌い 10.7 

読みたい本がない 
24.8 

読みたい本がない 
38.7 

本が身の回りにな

い 11.8 

本が身の回りにな

い 9.3 

時間がない 43.1 

時間がない 35.3 

何を読んでいいか

わからない 4.6 

何を読んでいいか

わからない 4.7 

その他 3.9 

無 1.3 

無 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書を好む生徒の割合が減少し

ている。 

１ヶ月に１冊も本を読まないとい

う生徒の割合が大きく増加して

いる。 

本を読まない理由として、「時間

がない」ことが大きな割合を占め

ている。読書に割く時間がないこ

とが分かる結果である。 



問４（２）
問３で「１冊以上読む」と答えた人
どんな本をよく読みますか

問５
学校の図書館（図書室）に
よく行きますか。

問６
学校以外の図書館に行きますか。

問７
あなたは、休みの日や家にいる時、
どんなことをしますか。

19

物語や小説 88.1 

物語や小説 89.2 

伝記 1.3 

伝記 0.4 

科学に関する本 0.6 

科学に関する本 1.7 

歴史に関する本 3.1 

歴史に関する本 3.8 

その他 4.4 

その他 1.7 

無 2.5 

無 3.2 

80% 85% 90% 95% 100% 

H26 

H21 

よく行く 3.4 

よく行く 6.6 

ときどき行く 13.1 

ときどき行く 17.2 

あまり行かない 
17.9 

あまり行かない 
19.9 

行かない 65.6 

行かない 55.7 

無 0 

無 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

荒尾市立図書館 
15.3 

荒尾市立図書館 
12.6 

大牟田市立図書館 
8.5 

大牟田市立図書館 
7 

長洲町図書館 1.7 

長洲町図書館 4 

熊本市内の図書館 
1 

熊本市内の図書館 
0.5 

その他 6.8 

その他 3.2 

学校図書室のみ 
61.9 

学校図書室のみ 
66.8 

無 4.8 

無 5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

本を読む 3 

本を読む 3.1 

勉強 8.2 

勉強 4.2 

ゲーム、ＴＶ 

ＤＶＤ 27 

ゲーム、ＴＶ 

ＤＶＤ 23.1 

友達と遊ぶ 24.6 

友達と遊ぶ 23.7 

部活動、クラブ活動 
13.4 

部活動、クラブ活動 
15.4 

雑誌、漫画 8.9 

雑誌、漫画 11.6 

塾、習い事 1.5 

塾、習い事 0.6 

家族と過ごす 10 

家族と過ごす 6.4 

その他 3.4 

その他 10.3 
無 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

「あまり行かない」、「行かない」

と答えた生徒が大きな割合を占

めている。 

中学生と同様に、学校の図書室のみ

ではなく、荒尾市立図書館や市外の

図書館も活用していることが分かる。 
 

その他として、 

・玉名市民図書館 

・玉名市横島図書館 

・南関町図書館 
 

などが挙げられた。 

「勉強」、「ゲーム、ＴＶ、ＤＶＤ」、「家族と過ご

す」と答えた生徒の割合が増加した。 
 

その他として 

・音楽を聴く        ・楽器の練習 

・ＰＣ               ・寝る 

・スマートフォン、タブレット            
 

などが挙げられた。 
 



問８
あなたは、「よみきかせ」を
してもらったことがありますか。

以下は平成２６年度に新しく追加したアンケートの結果です。

問９
電子書籍を活用したことがありますか。

問１０
問９で「ある」と答えた人
どの種類を利用していますか。

問１１
問９で「ある」と答えた人
活用してみてどうですか。

20

ある 95.8 

ある 79.5 

ない 3.8 

ない 18.9 

無 0.4 

無 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

ある 47.6 

ない 52.4 

スマートフォ

ン 38.4 

iPhone  39 

iPad  9.8 

iPod  8.5 

キンドル 1.8 その他 2.4 無 0.1 

持ち運びに

便利 23.6 

本を買ったり

借りたりする

必要がなくて

便利 22.8 

いつでも読め

る 35.4 

読みやす

い 9.4 

読みにくい 
6.3 

その他 2.4 無 0.1 

よみきかせをしてもらったことが

ある生徒の割合が大きく増加し

ている。 

キンドルを利用する生徒が多

かった中学生に対し、高校生は

スマートフォンやiPhoneを多く利

用していることが分かる。 
 

中学生は、「読みにくい」との不

便に感じている意見が多くを占

めていたが、高校生は、「いつで

も読める」ことや「持ち運びに便

利」なことなど、利点を挙げる割

合が多いことが分かる。 



４．小学生保護者アンケート結果

問１-１
あなたの性別を教えてください。

問１－２
１８歳未満の子どもの人数を教えてください。

問２
あなたは、本を読むのが好きですか。

問３
あなたは、
１ヶ月に何冊くらい本を読みますか。

21

男 12.6 

男 12.3 

女 85.4 

女 84.1 

無 2 

無 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１人 14.3 

１人 15.2 

２人 46.3 

２人 48.5 

３人 29 

３人 27.9 

４人 5.5 

４人 5.5 

５人 1.3 

５人 0.9 

無 3.6 

無 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

好き 24.8 

好き 28.2 

どちらかといえば好

き 28.3 

どちらかといえば好

き 29.9 

どちらかといえば嫌

い 33.6 

どちらかといえば嫌

い 30.4 

どちらでもない 10.2 

どちらでもない 9.3 

嫌い 2.7 

嫌い 1.5 

無 0.4 

無 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１０冊以上 2.3 

１０冊以上 2.8 

９～５冊 4.7 

９～５冊 5.1 

４～１冊 50.3 

４～１冊 57.8 

０冊 42.2 

０冊 34 

無 0.5 

無 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１ヶ月で１冊も本を読まないという保

護者が増加している。 



問４
問３で「０冊」と答えた人　　
なぜ本を読まないのですか。

問５
地域の図書館を利用しますか。

問６
ご自分の子どもさんに
本のよみきかせをしたことがありますか。

問７
子どもが読書をすることは大切だと
思いますか。

22

読書が嫌い 10.6 

読書が嫌い 2.9 

読みたい本がない 
11.1 

読みたい本がない 
11.5 

時間がない 68.8 

時間がない 75.8 

何を読んでいいか

わからない 4.7 

何を読んでいいか

わからない 5.5 

その他 3.6 

その他 4.3 

無 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

荒尾市立図書館 
48.8 

荒尾市立図書館 
46.5 

大牟田市立図書館 
13.2 

大牟田市立図書館 
14.2 

長洲町図書館 3.7 

長洲町図書館 2.3 

熊本県立図書館 
0.4 

熊本県立図書館 
0.5 

その他 1.5 

その他 1.7 

利用しない 31.5 

利用しない 34.1 

無 0.9 

無 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

よくある 23.7 

よくある 21.3 

ときどきある 55.7 

ときどきある 52.7 

ほとんどない 18.2 

ほとんどない 23.5 

無 0.4 

無 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

とても大切 73.9 

とても大切 77.1 

どちらかといえば

大切 24.3 

どちらかといえば

大切 20.8 

どちらともいえない 
1.3 

どちらともいえない 
2 

どちらかといえば

大切でない 0.2 

どちらかといえば

大切でない 0.1 

無 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

「利用しない」と答えた保護者の割合がわずか

に減少し、荒尾市立図書館を利用する保護者

の割合がわずかに増加していることが分かる。 
 

その他として、 

・熊本市立図書館 

・玉名市民図書館 

・みやま市立図書館 

・武雄市図書館 
 

などが挙げられた。 

前回と同様に、「時間がない」が大き

な割合を占めているが、「読書が嫌

い」と答える保護者の割合が増加し

ている。 

よみきかせをすることが「よくある」、

「ときどきある」と答えた保護者の割

合が増加している。 

「とても大切」、「どちらかといえば大

切」と答える保護者の割合が大きく、

約９８％を占めており、ほとんどの保

護者が読書の大切さを感じているこ

とが分かる。 



問８
子ども読書の日や読書週間、
子どもの読書活動推進法や基本計画
などを知っていますか。

以下は平成２６年度に新しく追加したアンケートの結果です。

問９
電子書籍を活用したことがありますか。

問１０
問９で「ある」と答えた方

活用してみてどう思いますか。

ＯＫ
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よく知っている 17.2 

よく知っている 13.3 

よく知らないが聞

いたことがある 
59.5 

よく知らないが聞

いたことがある 
69.1 

知らない 22.9 

知らない 16.6 

無 0.4 

無 1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

ある 16.9 

ない 82.7 

無 0.4 

持ち運びに便

利 19 

本を買ったり、

借りたりする必

要がないので

便利 25.5 

いつでも読め

る 35.6 

読みやすい 3.4 

読みにくい 
14.1 

その他 2.1 無 0.3 

「知らない」と答えた保護者の割合が

増加している。いずれも、周知が足り

ていないことがよく分かる。 

「ない」と答えた保護者の割合が８割

を超えており、中学生や高校生と比

較して、保護者には電子書籍の活用

は浸透していないことが分かる。 

「いつでも読める」が一番の割合を占

めている。「読みにくい」の割合が約

１５％であり、不便に感じる声よりも

便利と感じている割合が大きいこと

が分かる。 



５．中学生保護者アンケート結果

問１-１
あなたの性別を教えてください。

問１－２
１８歳未満の子どもの人数を教えてください。

問２
あなたは、本を読むのが好きですか。

問３
あなたは、
１ヶ月に何冊くらい本を読みますか。

24

男 17.8 

男 14.9 

女 80.5 

女 82.8 

無 1.7 

無 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１人 17.2 

１人 18.4 

２人 55 

２人 54 

３人 20.1 

３人 23 

４人 3 

４人 2.3 

無 4.7 

無 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

好き 26.6 

好き 24.7 

どちらかといえば

好き 26 

どちらかといえば

好き 30.5 

どちらかといえば

嫌い 30.8 

どちらかといえば

嫌い 36.8 

どちらでもない 
10.7 

どちらでもない 
6.3 

嫌い 4.7 

嫌い 1.1 

無 1.2 

無 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

１０冊以上 1.2 

１０冊以上 3.4 

９～５冊 5.3 

９～５冊 4 

４～１冊 48.5 

４～１冊 57.5 

０冊 44.4 

０冊 35.1 

無 0.6 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

小学生の保護者と同様に、１ヶ月で１冊

も本を読まないという保護者が増加して

いる。 



問４
問３で「０冊」と答えた人　　
なぜ本を読まないのですか。

問５
地域の図書館を利用しますか。

問６
ご自分の子どもさんに
本の読み聞かせをしたことがありますか。

問７
子どもが読書をすることは大切だと
思いますか。

25

読書が嫌い 9.9 

読書が嫌い 6.3 

読みたい本がな

い 6.2 

読みたい本がな

い 11.1 

時間がない 70.4 

時間がない 73 

何を読んでいい

かわからない 7.4 

何を読んでいい

かわからない 
1.6 

その他, 4.9 

その他, 7.9 

無 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

荒尾市立図書館 
38.9 

荒尾市立図書館 
43.9 

大牟田市立図書

館 14.5 

大牟田市立図書

館 16.3 

長洲町図書館 
3.1 

熊本県立図書館 
0.5 

その他 1.6 

その他 0.5 

利用しない 

39.4 

利用しない 

39.3 

無 2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H2
6 

H2
1 

よくある 21.3 

よくある 21.3 

ときどきある 43.8 

ときどきある 43.1 

ほとんどない 
25.4 

ほとんどない 
25.9 

ない 5.9 

ない 8 

無 3.6 

無 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

とても大切 71.6 

とても大切 77.6 

どちらかといえば

大切 23.7 

どちらかといえば

大切 19 

どちらともいえな

い 4.1 

どちらともいえな

い 1.7 

どちらかといえば大

切でない 0.6 

無 0.6 

無 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

読書をする「時間がない」の割合が多く

を占めている。 

また「何を読んでいいかわからない」の

割合が大きく増加している。 
 

図書館を利用しない人の割合が約４割を占めている。 

長洲町図書館を利用する人が以前は０％だったのに

対し、今回は３％ということは、平成２６年４月より、長

洲町とも相互利用が可能になったことが理由と考えら

れる。 
 

その他としては、 

・くまもと森都心プラザ図書館 

・長洲町図書館 

・南関町図書館 

・みやま市立図書館              
 

が挙げられた。 

「よくある」、「ときどきある」の割合が約６

５％である。 

小学生・中学生・高校生の多くが、「よみ

きかせをしてもらったことがある」という回

答であったため、保護者によるよみきか

せだけでなく、学校や地域でのよみきか

せに参加した経験があることが考えられ

る。 
 

「とても大切」と感じる保護者の割合は減

少したが、「どちらかといえば大切」もあ

わせて、約９５％を占めており、読書の大

切さを感じている保護者が多くを占めて

いることが分かる。 



問８
子ども読書の日や読書週間、
子どもの読書活動推進法や基本計画
などを知っていますか。

以下は平成２６年度に新しく追加したアンケートの結果です。

問９
電子書籍を活用したことがありますか。

問１０
問９で「ある」と答えた方
活用してみてどう思いますか。

OK

26

よく知って 

いる 8.9 

よく知って 

いる 10.9 

よく知らないが聞

いたことがある 
64.5 

よく知らないが聞

いたことがある 
69 

知らない 26 

知らない 19.5 

無 0.6 

無 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H26 

H21 

ある 16.6 

ない 82.2 

無 1.2 

持ち運びに

便利 21.7 

本を買った

り、借りたり

する必要が

ないので便

利 19.6 

いつでも読

める 37 

読みやすい 
2.2 

読みにくい 
17.4 

その他 2.1 
無 0 

「よく知っている」、「よく知らないが聞いた

ことがある」と答えた保護者の割合が約８

割から約７割に減少しており、小学生保

護者と同様に、いずれも周知が足りてい

ないことが分かる。 

小学生の保護者と同様、電子書籍を利

用したことがない保護者の割合が約８割

を占めており、保護者の中での電子書籍

の浸透は進んでいないことが分かる。 

小学生の保護者と同様、不便に感じてい

る保護者よりも便利と感じている保護者

の割合が多くを占めている。 



27 

 

６．小中学生保護者アンケート（自由記載分） 

 

子どもがより良い読書をするためにはどんなことが必要だと思いますか。 

また、子どもたちが読書をすることによって期待される良い効果は何だと思いますか。 

 

 

いただいた意見は以下のとおりです。（抜粋） 

 

 読書をすることによって新しい発見や思いがけない感動にふれることがで

きる。また、他者を理解する力にもつながると思います。子どもたちがいつ

でも本に触れられるように、家庭にも本がたくさんあるといいと思います。 

 テレビやゲームの時間を減らし、読書のための時間を作ること、多くの本を

読むことで、読解力、想像力を養える。 

 図書館の蔵書の充実、新刊書の充実は必要だと思います。興味のある本を通

して、漢字を覚えたり、色々な考え方に触れたりといった効果があると思い

ます。 

 テレビにはない、物語の先を自分で想像したり、絵を見て自分の想像をふく

らませたり、自分の知らなかった世界を知ったり、言葉の大切さ、思いやり

を育てることができると思います。字をたくさん覚えたり、表現方法など勉

強できる。 

 小さい頃からいろんな本を読み聞かせたりして、本に触れる機会をもつこと

が大事だと思います。読書をすることで言葉だけでなく心も豊かになること、

実際に体験できないことでも本の中で体験ができるなど様々な効果がある

と思います。 

 人の感情を上手に感じ取れる効果、日本語の使い方を勉強できる効果、上手

く他人に気持ちを伝える効果、を期待します。 

 家庭・学校などいつでも読みたいときに、読める環境と大人も一緒にテレビ

を消して読む習慣が必要。イマジネーション、判断力、批判力がつき、考え

ることが自然にできるようになる。 

 日常の生活の中ですぐ手に取れる所に本があること。生活の一部になるよう

にしてやることが大事だと思います。心がとても満ちると思う。 

 荒尾市の図書館をもっと利用できるように本の数を増やし、勉強できるスペ

ースをつくってあげて、子供たちが通いたくなる図書館づくりを考えてほし

いです。 

 



７．学校アンケート集計結果

問１ 学校図書館の開館時間を教えてください。

平日 長期休暇 平日 長期休暇

Ａ小 8:15～16:45 閉館 Ａ中 昼休み、放課後 閉館

Ｂ小 60分 120分 Ｂ中 10:00～17:00 10:00～17:00

Ｃ小 昼休み・各担任がついている時も開館 閉館 Ｃ中 10:00～17:00 10:00～17:00

Ｄ小 1時間 閉館

Ｅ小 13:10～13:45 9:00～16:00

Ｆ小 8:10～8:20、13:15～13:55、16:30～16:45 閉館

Ｇ小 8:00～8:15、13:10～13:30 10:30～12:00、14:00～15:00 平日 長期休暇

Ｈ小 8:00～8:15、13:15～13:40 10:00～12:00、13:00～15:00 Ａ高 8:55～17:00 9:00～17:00

Ｉ小 7:50～8:10、13:20～13:55 閉館 Ｂ高 8:35～17:00 8:35～17:00

Ｊ小 8:00～16:10 閉館

問２

図書室に司書の方が何人いますか。

問３

図書室の蔵書数は何冊ですか。

小学校 冊数（冊） 学校数 中学校 冊数（冊） 学校数

3,000～3,999 ２校 9,000～10,000 １校

4,000～4,999 １校 12,000冊以上 ２校

5,000～5,999 ４校

6,000～6,999 １校 高校 冊数（冊） 学校数

7,000～7,999 １校 16,000冊以上 1校

1万冊以上 １校 55,000冊以上 1校

問４

朝に読書を行う時間がありますか。

小学校 中学校

高校
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 小学校              ０人 
 
 

 中学校              各学校１名ずつ 
 
 

 高校                各学校１名ずつ 

ある 93.3 

ない 6.7 

ある 

ない 



問５

問４で「ある」と答えた学校

どれくらいの時間ですか。

問６

学校内によみきかせボランティア団体がありますか。

問７

問６で「ある」と答えた学校

活動年数はどれくらいですか。

問８

問６で「ある」と答えた学校

１年間の活動日数は何日ですか。

29

15分以上 64.3 

10分以内 35.7 15分以上 

10分以内 

ある 73.3 

ない 26.7 

ある 

ない 

10年以上 54.5 

9～5年 18.2 

4～0年 27.3 
10年以上 

9～5年 

4～0年 

12日以上 72.7 

11～6日 27.3 

5～1日 0 

12日以上 

11～6日 

5～1日 

１５分以上、朝読書を行っているという学

校が約６割を占めている。 

小学校は全校に、よみきかせボランティア

団体があり、子どもたちへのよみきかせを

行っている。 

活動を始めて間もない団体もあるようだが、約半

数が１０年以上活動されている。 

１２日以上と答えた学校が約７割を占めて

おり、月に１回以上活動していることが分

かる。 



８．幼稚園・保育園等アンケート結果

問１

育児サークルや先生による「よみきかせ」を行っていますか。

問２

図書コーナーはありますか。

問３

移動図書館巡回貸出サービスなどを利用していますか。

問４

児童のためにブックリストや読書に関するリーフレットなどが

必要ですか。
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はい 18.8 

いいえ 

81.3 

はい 

いいえ 

無 

はい 80 

いいえ 
13.3 

無 6.7 

はい 

いいえ 

無 

◆現状◆ 
 

・毎日、よみきかせを行っている幼稚園・保育園がほとんどであり、毎日４～５冊のよみきかせを行っている園もある。 

・個人で絵本を購入してもらい、自宅に持って帰る前に園に置いておき、よみきかせをするという園もある。 

・保育士によるよみきかせだけでなく、よみきかせボランティアの方によるよみきかせも行っている。 

・よみきかせの際に、年齢・場所・タイミング・季節等を考慮し、工夫してよみきかせを行っている。 

・園内の図書室で、本の貸出を行っている。 
 
 

移動図書館巡回貸出サービスを利用しているのは、約

２割の幼稚園、保育園である。（調査時、荒尾市立保育

園のみ巡回） 

８割の幼稚園、保育園が園児のための読書に関する

情報を必要としている。 

よみきかせを行っている １００％ 

図書コーナーがある １００％ 



問５

読み聞かせや読書指導等の方法の研修や

講演会に参加していますか。

問６

どのようなサービスがあればよいと思いますか。
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はい 50 いいえ 50 

はい 

いいえ 

無 

半数の幼稚園、保育園が研修や講演会に参加していると

の回答であった。 
 

研修や講演会の内容としては、 

・元アナウンサーの方による声の出し方や間の取り方など

の研修 

・出版社による研修 

・絵本の選び方 

・保育関連の研修 

・絵本出版社（チャイルド本社、こどもの友社等）による研修 
 

が挙げられた。 
 

現在は参加していないが、以前は参加していたという幼稚

園、保育園もあった。 
 

・園児向けの本の紹介（年齢ごと） 

・季節や行事ごとなど、テーマ別にまとめてあるブックリスト 

・よみきかせグループの方による絵本のよみきかせやパネルシアターの上映 
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３－２ 平成３２年度末において期待される目標  
※数値については、左側が平成２６年度に実施した「荒尾市子どもの読書に関するアンケート」

の結果（子ども・・・小中高の平均）、右側が平成３２年度末の目標値 

 

１． 子どもたちの読書に対しての気持ち 

   ※読書が「好き」、又は「どちらかといえば好き」と回答 

＜前回の目標＞ 

７８％     ９０％ 

 

   ７３％     ９０％ 
 

 

 

 

 

２． 子どもたちが本を読む頻度 
※１か月に「１冊以上本を読む」と回答 

＜前回の目標＞ 

８８％     ９５％ 

 

   ７１％    ９０％ 
 

 

 

 

 

 

３． 子どもたちが学校の図書室に行く頻度 
   ※学校の図書室に「よく行く」、「ときどき行く」と回答 

＜前回の目標＞ 

５８％     ７０％ 

 

   ４２％    ６０％ 
 

 

 

 

前回の目標を９０％としていましたが、結果は前回の結果よりも低い７３％でした。 

平成３２年度末における目標は前回の目標と同様の数値とします。 

前回の目標を９５％としていましたが、結果は前回の結果よりも大幅に低い７１％だったため、 

平成３２年度末における目標は９０％とします。 

 

前回の目標を７０％としていましたが、結果は前回の結果よりも大幅に低い４２％だったため、 

平成３２年度末における目標は６０％とします。 
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４． 子どもたちがよみきかせをしてもらう頻度 
※よみきかせをしてもらったことが「ある」と回答。 

また、保護者については、よみきかせをしたことが「よくある」、又は「ときどきある」と回答 

【子ども】 

＜前回の目標＞ 

９０％     ９５％ 

 

   ９６％     １００％ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】 

＜前回の目標＞ 

７３％     ８０％ 

 

   ７２％     ８０％ 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

前回の目標を９５％としており、今回の結果では目標を達成しました。 

平成３２年度末における目標は、１００％とし、全員がよみきかせをしてもらったことがあると回答

するような環境作りを目指します。 

前回の目標を８０％としていましたが、今回の結果でもあまり変化がなかったため、平成３２年

度末における目標は、前回と同様の８０％とします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会 
 

荒尾市では、「学校教育関係者」｢社会教育関係者｣「学識関係者」「ボラ

ンティア」等により組織された「荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会」

を設置し、子どもの読書活動の推進について、それぞれの立場から貴重な

ご意見をいただきながら、研究協議を行ってまいりました。 

  

平成 19年度に荒尾市で実施し、２年に１度開催している「熊本県子ども

の読書活動推進フェスティバル」や、20年度の「青少年のためのオーサー・

ビジット事業」などの取組は、本委員会のご意見等を踏まえ実施したもの

です。 

  

本基本計画についても、「荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会」によ

り、研究協議のうえ策定いたしました。 

 

平成２８年３月 


